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はじめにはじめに
～暴露情報の少ない化学物質の評価へ～

PRTR制度対象
【１１２物質】

環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
調査対象
【９３物質】

２０物質

７３物質

３９物質

７７７物質

第二種監視化学物質【９０９物質】の場合※

ほとんどの化学物質は、暴露情報が得られない

NITEの取組：排出量推計に係る手法検討と情報整備（用途分類・排出係数）

監視化学物質のリスク評価手法への適用を提案

※平成20年6月時点。環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査は過去10年間の大気・水域・魚介類・食事等の物質延べ数
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排出量推計手法の基本排出量推計手法の基本

トップダウン方式
（総量方式）

全国製造量・出荷量

ボトムアップ方式
（積み上げ方式）

取扱量 取扱 取扱量

排出量 排出 排出量

全国排出量

出荷量 出荷 出荷量

排出量 排出 排出量

目的に応じて、用いる手法は異なる

① 物質収支（取扱量－製品中への含有量－廃棄量）
② 実測
③ 排出係数
④ 物性値等を用いた工学的な計算

① 物質収支（取扱量－製品中への含有量－廃棄量）
② 実測
③ 排出係数
④ 物性値等を用いた工学的な計算

～排出量の算出方法（PRTR制度の場合）※～

※PRTR排出量等算出マニュアルより
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監視化学物質について届け出される情報監視化学物質について届け出される情報

暴露量
PEC

有害性評価値
PNEC

環境中
濃度

排出量

製造数量等届出書

製造量
○○県 ●kg

出荷量と用途
○○県 01  ●kg
△△県 02  ●kg 

製造数量等届出書

製造量
○○県 ●kg

出荷量と用途
○○県 01  ●kg
△△県 02  ●kg 

リスク推計

暴
露
評
価

排出係数

リスク評価

審査情報

分解性、生物濃縮度
試験結果
毒性試験結果
生態毒性試験結果

審査情報

分解性、生物濃縮度
試験結果
毒性試験結果
生態毒性試験結果

NOAEL
NOEC

不確実係
数積

推計
モデル 有

害
性
評
価

暴露情報に係る情報を届け出る義務があるのは、
最上流の製造・輸入業者

届出項目は、製造・輸入量
都道府県別用途別の出荷量
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排出量推計に必要な情報排出量推計に必要な情報

ﾗｲﾌ
ｻｲｸﾙ

工程

製品

排出量

用途

物性

業種

処理
設備

取扱い
規模

ﾗｲﾌ
ｻｲｸﾙ

工程

製品

排出量

用途

物性

業種

処理
設備

取扱い
規模

リスク評価者が収集・推計

製造数量届出書の項目

本手法で仮定

求められる排出量推計手法は、精緻さよりも実行可能性

そして、リスクを過小評価しない排出量推計手法の確立
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化学物質のライフサイクルの設定化学物質のライフサイクルの設定
中間物

合成・重合合成・重合

製造製造

調合調合

製
造
・
輸
入
業
者

の
届
出
か
ら

把
握
で
き
る
部
分

長期使用製品の使用長期使用製品の使用

製品に含有製品に含有

廃棄処理廃棄処理

工業的使用 (加工／成形）工業的使用 (加工／成形） 本
手
法
で

仮
定
を
お
く
部
分

家庭での使用家庭での使用

工程内で使用し、
製品に含有しない

工程内で使用し、
製品に含有しない
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ライフサイクルと用途の関係ライフサイクルと用途の関係

「染料」の機能を持つ物質Aの製造

物質Aを含んだ調剤を
使用目的である「繊維」の

染色に使用

物質Aを溶剤（水）などと混ぜ、
繊維用の調剤として調合

物質Aを含んだ繊維を
織ってカーテンとして使用

物質Aを含んだカーテンを
廃棄

「染料」の機能を持つ物質Aの製造

物質Aを溶剤（水）などと混ぜ、
繊維用の調剤として調合

物質Aを含んだ調剤を
使用目的である「繊維」の

染色に使用

製造製造

調合調合

長期使用製品長期使用製品

工業的使用工業的使用

製品に含有製品に含有

廃棄処理廃棄処理

用途名称を「機能」と「使用目的」で捉えることで、ライフサイクルを仮定することが可能になる
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用途分類の設定用途分類の設定

化審法 監視化学物質
機能別分類（これまでの用途分類）

METI  製造・輸入量実態調査
用途等コード

網
羅
性

HPV: High Production Volume
CEPA: Canadian Environmental Protection Act, CMP: Chemical Management Plan, 
TSCA: Toxic Substances Control Act, IUR: Inventory Update Rule

OECD  
HPV program  
EU Use category 
U.S. ChemUSES

U.S., TSCA, IUR 
Industrial Function Category 

Canada, CEPA, CMP 
Functional Use code 整

合
性

利
便
性

化学工業日報社の書籍など

産業界へのアンケート調査、ヒアリング調査

日本（化審法）
本手法

新しい
用途分類

詳細はポスターにて
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用途別排出係数一覧表のイメージ用途別排出係数一覧表のイメージ

大気 水域
用途分類

蒸気圧 水溶解度

製造製造

調合調合

長期使用製品の
使用

長期使用製品の
使用

工業的使用
又は

家庭での使用

工業的使用
又は

家庭での使用

廃棄処理廃棄処理

用途・物性に応じ、各ライフステージから排出係数の値が選択される
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排出係数の設定排出係数の設定

用途別
排出係数一覧表

NITE案（2）

PRTRデータ等
事業所別排出係数

で補正

ESD 

TGD
A-table（改）

用途分類別
物性別

に簡易化

NITE案（1）

TGD
A-table

EUの
排出係数一覧表

ESD: Emission Scenario Document
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排出量推計結果のイメージ排出量推計結果のイメージ

製造量×排出係数 用途別都道府県別出荷量×排出係数

B県

水域への
排出量

大気への
排出量

水域への
排出量

大気への
排出量

調合段階 工業的使用段階

水域への
排出量

大気への
排出量

Ａ県

製造段階

C県

水域への
排出量

大気への
排出量

水域への
排出量

大気への
排出量

調合段階 工業的使用段階

製造数量届出書
製造量

A県 1,000トン

出荷量と 用途
B県 用途A  300トン
C県 用途B  700トン

製造数量届出書
製造量 監視化学物質の

物理化学的性状

蒸気圧、水溶解度

監視化学物質の
物理化学的性状

蒸気圧、水溶解度

A県 1,000トン

出荷量と 用途
B県 用途A  300トン
C県 用途B  700トン
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推計排出量の試算結果推計排出量の試算結果

排
出

量
(ト

ン
/
年

)

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

化審法_推計排出量

PRTR排出量

過大に見積もられた物質は、用途情報を正確に届け出ることが重要

PRTR排出量より過小評価しないことを確認

監視化学物質通し番号 (左からPRTR排出量の多い順）(N=75)
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まとめまとめ

用途分類の作成
用途分類別排出係数一覧表の作成
過小評価しない排出量推計手法であることを検証

化審法の監視化学物質に適用可能な手法であることを確認

本手法や手法に用いたデータを応用することで、
その他の化学物質についても適用が可能と考える
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